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カ
レ
ヴ
キ
景
気
筒
環
論

カ
レ
、ゾ

キ
景
気
循
環
論1)

飯

次

国

藤

Iま

し

'/J> 

き

我
K

は
先
づ
、
川
勢
働
者
は
貯
蓄
し
な
い
事
、
倒
固
定
資
本

生
産
に
使
用
さ
れ
た
た
め
に
生
や
る
消
耗
で
は
た
く
、

』土。
口
叩

O
】
命

ω円
。
ロ
門
巾

K
よ
る
共
と
閥
聯
ず
る
と
い
ふ
事
hz
想
定
す

る
。
共
結
果
、
主
要
費
用
は
持
働
と
原
料
と
で
あ
り

u

資
本
家

計
日
守
主
、

1
4
1
』

一
企
業
の
産
出
高
債
値
か
ら
主
要
費
用
の
債
値
を
控

除
せ
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
の
償
値
か
ら
持
働
及
び
原
料
の
費

用
を
控
除
せ
る
も
の
で
あ
る
。
関
民
所
得
は
、
資
本
家
所
得
と

努
働
者
所
得
と
の
綿
額
を
加
へ
た
も
の
で
る
り
、
会
企
業
の
産

同
高
債
値
か
ら
原
料
産
出
高
の
償
値
を
柊
除
せ
る
も
の
で
あ

り
、
換
言
す
れ
ば
消
費
の
慣
他
、
同
定
資
本
設
備
の
購
買
、
在

高
の
増
加
を
加
へ
た
も
の
に
等
し
い
-
後
の
二
者
を
我
k

は
投

資
と
言
ふ
。
更
に
一
定
期
間
の
中
は
、
資
本
設
備
が
奥
へ
ら
れ

て
ゐ
る
と
想
定
す
る
。

第
四
十
五
巻

七

第
五
貌

四
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カ
レ
ヴ
キ
景
気
循
環
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短

期

t句

衡

我
々
が
債
格
と
主
要
費
用
と
の
夫
々
か
ら
原
料
費
を
控
除
す

れ
ば
、
創
治
債
値
と
持
働
費
用
と
を
得
る
。

は
限
界
創
造
債
値
曲
線
と
限
界
持
働
費
用
曲
線
と
の
交
黙
に
よ

っ
て
奥
へ
ら
れ
、
匁
期
均
衡
と
は
雨
山
総
の
動
か
な
い
状
態
止

一
企
業
の
産
出
高

言
ム
。
資
本
設
備
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
限
界
第
的

費
用
曲
線
は
岡
定
し
て
ゐ
る
が
故
に
、
短
期
均
衡
は
限
界
創
匙

侭
値
曲
線
の
移
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
我
止
は
、
持
働
者

は
そ
の
所
得
を
全
て
費
ひ
果
す
み
」
想
定
し
た
が
故
に
、
弊
働
者

支
山
川
の
中
に
は
何
等
の
自
動
的
務
化
も
・
た
い
。
然
し
資
本
家
支

出
は
さ
う
で
は
な
い
。
今
費
本
家
が
一
軍
位
時
間
宮
り
、
以
前

よ
り
よ
り
多
〈
支
出
す
る
と
し
よ
う
。
共
担
額
合
に
は
、
資
本
家

所
得
が
資
本
家
に
よ
る
消
費
と
投
資
と
の
増
加
せ
る
支
出
に
相

等
し
〈
た
る
迄
‘
限
界
創
浩
償
慌
曲
帥
酬
を
費
更
す
る
で
あ
ら
う
。

斯
〈
て
成
立
せ
る
新
均
衡
は
、
雇
傭
・
勢
働
者
所
得
、
共
等
の

消
費
償
値
を
増
加
せ
し
め
‘
限
界
創
造
債
値
曲
献
の
費
化
は
全

産
業
に
波
及
す
る
。
新
〈
て
費
本
家
支
出
の
水
準
は
、
短
期
均

第
四
十
五
巻

第
五
銃

四

七』一一回

衡
の
主
要
決
定
閃
で
る
り
特
に
雇
備
と
所
得
と
に
と
っ
て
さ
う

で
わ
る
。

資
本
家
支
出
が
共
額
に
等
し
き
資
本
家
阿
得
を
強
制
す
る
事

を
見
た
。
資
本
家
支
出
は
彼
等
の
消
費
と
投
資
と
か
ら
成
り
、

資
本
家
所
得
は
彼
等
の
消
費
と
貯
蓄
と
か
ら
成
る
が
故
に
、
投

資
は
共
微
に
等
し
き
貯
者
世
弧
制
し
得
る
。
今
、
資
本
家
の
消

新
性
向
を
一
定
ム
に
寸
れ
ば
、
北
ハ
々
の
馬
替
水
准
忙
は
資
本
家
出

費
の
一
定
水
準
が
服
隠
し
、
従
っ
て
費
本
家
消
費
が
貯
蓄
量
に

照
臨
す
る
水
準
よ
り
低
い
左
ら
ぽ
資
本
家
は
よ
り
以
上
を
消
費

し
、
斯
く
て
投
資
初
は
資
本
家
支
出
の
全
額
を
決
定
す
る
。
ー

に
は
一
定
の
資
本
家
消
費
じ
が
照
鹿
し
、
資
本
家
の
金
槌
支
出

と
C
ム」
I
と
へ
の
分
配
を
得
る
が
放
に
、
金
鰐
投
資
I

。+同
は
短
期
均
衡
を
決
定
す
る
。

短
期
均
衡
の
蓮
鎖
と
し
て
の
動
態
過
程

現
在
の
投
資
印
現
在
の
投
資
産
出
高
の
侠
備
は

以
前
の
投

資
決
意
の
結
田
町
で
る
る
。
此
事
責
乙
そ
経
済
鰐
系
の
動
態
に
と

つ
て
は
基
本
的
た
意
義
を
持
っ
て
ゐ
る
。
何
故
た
ら
一
定
時
離

の
投
資
は
共
時
臨
に
沿
け
る
共
他
の
諸
要
因
に
依
存
す
る
費
数



で
は
友
く
て
、
資
本
設
備
の
如
く
過
去
か
ら
継
承
せ
る
興
件
で

あ
り
、
現
在
の
諸
現
象
は
舶
来
に
沿
い
て
ム
初
め
て
投
資
産
山
町
高

を
形
成
す
る
投
資
決
意
の
某
礎
で
あ
る
か
ら
。

今
、
百
菌
研
の
工
場
を
廿
ヶ
月
後
に
引
渡
す
よ
う
に
建
設
せ

ん
と
し
、
共
他
に
、
会
債
値
が
百
二
十
高
砂
あ
り
建
設
時
間
が

十
ニ
ヶ
月
で
あ
る
が
、
既
K
半
ば
完
成
さ
れ
た
工
場
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
註
文
の
値
は
百
高
砂
と
六
十
高
砂
で
あ
り
、
必
要
時

閣
は
二
十
ヶ
月
と
六
ヶ
月
と
で
あ
る
。
従
っ
て
引
月
々
の
投
脊
一
産

l
v叩

1

如

恥

Y〔

5
2
1
9
3
{
)
ι
目

『

J
-
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b
z
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『

l
h

，
D
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川
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uμ
需
M
i
l
-
-
引
I

1
ト
i

|

|叫い

u
r
L
l
H
E
G
G
-
4
2
t
あ
る
c

kP4

〈

中
市
完
成
投
資
詩
文
の
部
分
を

q
n山
d
i
-
-
-
に
で
示
し
、
共
々
に
附
…

附
随
す
る
必
要
時
聞
を

h
L
-
:
:
:
に
よ
っ
で
表
は
せ
ば
、
現
在
投

費
水
準
は

均の.Eok:'

ととを
しき O
て、に同

定償ょ L
義値つー〓
す O て 宵 1""
及、の表
。"投は

資さ
財う
芝ン 。
主苧
空G

己主
必投
要資
宏司豆
nr. ...... 

商 H
ド寸

2Flf 

】|。

pplp 
方
レ
削
ソ
キ
景
集
循
環
論

K
の
方
程
式
か
ら
、
回
目
叩
を
得
る
の
で
あ
り
、

E

が
コ
ン
ス

グ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
投
意
窓
・
は
未
完
成
注
文
の
在
高
の
領
値
に

比
例
す
る
。

我
A

は
今
や
、
時
間
は
長
さ
t
に
分
割
さ
れ
、
此
期
間
内
に

沿
い
て
は
投
資
I
は
愛
化
ぜ
守
、
資
本
設
備
の
務
化
は
短J

期
均

衡
に
影
響
し
左
い
、
と
想
定
す
る
。
投
資
及
び
策
本
設
備
は
、

大
鰐
短
期
均
何
十
庄
市
高
砂
決
定
す
る
が
故
に
、
所
得
及
び
債
格

も
北
ハ
期
間
内
は
動
か
た
い
。
我
を
は
、
期
間
1
の
初
め
に
沿
い

て
米
先
成
計
型
?
の
一
定

本
高
を
持
つ
。
共
期
間

z 

に
治
け
る
山
代
読
I
は
米

完
成
計
聾
の
一
定
の
在

Fig. 

高
の
共
時
の
慣
値
b
L
t

に
よ
っ
て
分
割
せ
る
も

の
に
等
し
。
斯
く
て
共

期
間
の
う
ち
に
生
産
さ
れ
た
る
投
資
財
の
債
値

h
は
、
共
期
間

の
初
め
に
必
け
る
投
資
註
文
の
未
完
成
部
分
の
債
値
に
丁
度
相

等
し
。
共
結
果
、
期
間
の
終
に
た
け
る
未
完
成
投
資
計
萱
の
在

第
四
十
五
晶
君

七
三
五

凶

第
五
都

tは投資決意の完成のために必要とされる時間の平均ではな〈て、構成白様々
の段階にるる諸註文を完成するために要される時間白平均である。
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曲
川
レ
岬
ア
キ
畏
集
循
環
論

高
は
、
此
期
間
内
に
生
じ
た
る
投
資
決
意
の
量
に
相
等
し

d

若

し
我
々
が
、
期
間
1
に
必
け
る
翠
位
時
間
話
り
の
投
資
決
意
を
.

削
期
間
ー
に
た
け
る
投
資
決
意
率
を
叫
に
よ
っ
て
示
す
な
ら

ば
、
共
期
間

ω終
に
治
け
る
未
完
成
投
資
註
支
の
綿
額
は
、
仰

に
相
等

L
。
期
間
1
の
償
怖
に
て
測
ら
れ
た
る
期
間
2
に
KM
け

る
単
位
時
期
首
り
の
投
資
は
、
期
間
ー
か
ら
の
註
文
の
此
繰
越

吋
J
d
-干

し
を
t
に
よ
勺
て
分
割
せ
る
も
の
、
又
は
」
F
H
U
M
に
相
等

し
、
印
共
投
資
は
第
一
期
聞
に
ゐ
け
る
投
資
決
意
箪
に
等
し
。

期
〈
て
若
し

P
V♂
で
る
れ
ば
‘
期
間
1
の
債
格
に
て
測
ら

れ
た
る
期
間
2
の
投
資
は
、
期
間
1
k
h
d
け
る
投
資
よ
り
大
で

お
る
。
投
資
財
に
射
す
る
此
増
大
せ
る
需
要
は
、
共
債
格
を
高

め
、
期
間
2
K
K
M
け
る
投
資
の
債
値
を
高
め
る
。
斯
く
て
次
の

不
等
式
含
得
る
。

阿国八
U-
〈【

さ
で
我
占
は
、
第
一
期
間
t
k
沿
い
て
資
本
設
備
の
基
礎
の

上
に
短
期
均
衡
を
訣
定
す
る
奥
へ
ら
れ
た
投
資
量

L
を
持
つ
。

金
金
業
の
限
界
創
造
債
値
曲
線
と
限
界
葬
働
費
用
曲
線
と
の
組

に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
る
此
欣
態
は
‘
共
他
の
或
る
要
因
(
主
と

第
四
十
五
巻

七
=
一
六

k
F
耳
按

四
四

し
て
利
子
李
)

と
結
合
し
て
、
此
期
間
に
治
け
る
投
資
決
意
率

日
ゃ
一
決
定
す
る
。
此
等
の
決
意
は
更
に
期
間
2
に
た
け
る
九
を

決
定
す
る
。
此
仕
方
に
て
結
合
せ
る
短
期
均
衡
の
連
鎖
と
し
て

動
態
過
程
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

:股

草壁

霊i意

~~ 

我
々
は
‘
資
産
の
限
界
放
李
と
利
子
寧
と
を
比
較
す
る
前
に
、

経
常
諌
想
報
酬
に
基
い
て
計
算
さ
れ
た
る
資
産
の
限
界
炊
率
か

九
危
険
を
カ
バ
ー
す
べ
き
一
定
額
を
幣
除
す
ぺ
き
で
る
ら
う
、

従
っ
て
換
言
す
れ
ば
、
我
k

が
課
想
利
潤
李
と
呼
ぶ
所
の
、
此

等
の
資
産
の
経
常
珠
想
報
酬
に
基
い
て
計
算
さ
れ
た
る
資
産
の

限
界
殻
率
と
利
子
率
と
の
開
き
は
、
蒙
る
危
険
に
相
等
し
い
筈

で
あ
る
。
然
る
に
、

一
方
投
資
が
大
で
る
れ
ぽ
る
る
程
、
各
投

資
の
危
険
率
は
大
と
た
る
。
今
や
我
々
は
、
t
期
間
内
に
た
け

る
奥
へ
ら
れ
た
る
経
済
紙
態
の
揚
合
の
投
資
決
意
の
量
の
問
題

を
解
き
得
る
。
此
量
は
、
首
該
期
間
の
経
済
事
態
に
て
奥
へ
ら

れ
た
譲
想
利
潤
率
と
利
子
率
と
の
開
き
に
、
其
限
界
危
険
を
等

し
く
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
n

開
き
が
大
で
る
れ
ば
あ
る
程
、



投
資
決
意
の
量
は
大
と
な
る
。
従
っ
て
投
資
決
意
の
李
は
、
晴
朗

想
利
潤
率
と
利
子
率
と
の
開
き
の
遁
増
函
数
で
あ
る
。

四

投
資
決
意
の
決
定
因

投
資
決
意
の
決
定
囚
を
み
る
た
め
に
、
議
想
利
潤
卒
と
利
子

率
と
の
各
・
々
に
つ
い
て
み
友
け
れ
ば
な
ら
友
い
。

I 

資
本
設
備
一
定
の
場
合
。

興
へ
ら
れ
た
資
本
技
術
を
以
つ
で
す
れ
ば
、
投
資
泊
中
l
は阿川

期
均
術
を
決
定
し
、
共
は
珠
想
利
潤
率
を
決
定
す
る

3

投
資
率

ー
の
愛
化
は
、
相
野
立
す
る
二
つ
の
固
か
ら
唱
団
想
剥
潤
李
に
影

響
ず
る
。
例
へ
ば
投
資
増
加
は
.
限
界
創
治
憤
値
曲
線
を
高
め
、

暗
闇
想
を
改
善
し
、
他
方
で
は
投
資
財
債
格
を
高
め
る
。
斯
〈
て

現
本
設
備
の
輿
へ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
抽
出
想
利
潤
卒
は
投
資
ー

の
函
教
で
あ
り
、
増
大
す
る
函
数
か
否
か
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
は

知
る
事
が
出
来
友
い
。

輿
へ
ら
れ
た
る
費
本
設
備
を
以
つ
で
す
れ
ば
、
居
時
晴
も
持
貨

車
位
に
で
測
ら
れ
た
る
所
得
Y
も
I
の
増
大
す
る
函
数
で
あ

り
、
雇
傭
の
増
加
と
と
も
に
努
賃
吋
単
位

w
が
高
ま
る
と
仮
定
し

カ
レ
ツ
キ
景
気
循
環
論

得
る
が
故
に
・
貨
幣
に
て
測
ら
れ
た
る
所
得
h
は
、
ー
が
増
加

す
る
に
連
れ
て
増
加
し
.
取
引
の
た
め
の
現
金
需
要
を
高
め
、
英

結
果
利
子
率
を
高
め
る
。
他
方
I
は
短
期
均
衡
を
決
定
し
、
共

は
事
態
の
一
般
的
状
態
を
決
定
す
る
が
放
に
、
共
改
善
は
貸
附

者
の
信
認
を
高
め
、
利
子
率
を
低
下
せ
し
め
る
。
此
等
の
針
立

ず
る
力
は
、
最
初
は
投
資
1
の
増
加
と
と
も
に
利
千
率
を
低
洛

せ
し
め
、
判
明
小
離
を
週
間
唱
し
て
後
は
利
子
率
を
高
め
し
め
る
よ

う
に
作
川
ず
る
で
あ
ら
う
し
、
此
同
問
教
の
形
は
斯
う
し
た
動
き

z
i
-
R
〉

'

』

O

を
一
刀
す
て
ま

h

レト

議
想
利
潤
率
も
利
子
率
も
と
も
に

I
の
函
数
で
あ
る
が
故

民
、
預
想
利
潤
率
と
利
子
李
と
の
開
き
の
函
数
で
あ
る
投
資
決

意
卒
は
ま
た
I
の
函
教
で
る
る
。

]
)
H
4
U
(【
)

斯
く
で

I
は
期
間
t
に
治
け
る
投
資
決
意
李
を
決
定
し
、
従
つ

て
次
期
の
投
資
を
決
定
す
る
。

我
々
の
函
数
ゅ
は
如
何
友
る
形
を
と
る
か
。
投
資
水
準
が
比

較
的
低
い
場
合
に
は
、
産
出
高
の
増
加
に
連
れ
て
投
資
財
産
業

に
沿
け
る
限
界
主
要
費
用
曲
線
は
少
し
し
か
高
ま
ら
な
い
し
、

第
四
十
五
巻

七

七

第
五
披

一
四
五

此場合、銀行骨系は新貨幣を創l迭しうるが故にi市遇する貨幣はコ y スタントで
ないのであるが、例へきうて、あっても此場合、銀行の涜動性が低下するが故に
手IJ子は高ま目得る。

3) 



カ
レ
ヴ
キ
景
気
循
環
論

共
結
果
投
資
財
債
格
も
さ
う
で
あ
る
。
投
資
の
増
加
と
と
も
に

最
初
は
低
落
す
る
利
子
卒
も
、
桜
小
結
を
通
過
し
て
後
も
一
定

期
間
の
聞
は
僅
か
し
か
高
ま
ら
た
い
。
斯
く
て
ー
が
二
厄
の
比

較
的
高
い
水
準
ま
?
同
ま
る
前
に
た
い
て
は
、
ー
の
増
加
は
、

上
昇
す
る
投
資
財
債
格
と
利
子
中
年
を
通
ビ
て
よ
り
も
抽
出
恕
の
改

善
に
よ
う
て
よ
り
多
く
投
資
決
定
に
彬
拙
吐
出
す
る
c

斯
く
て
[
の

一
定
水
争
以
下
に
長
い
て
は
此
同
教
は
大
開
増
大
し
て
ゐ
る
と

内---

一
日
ひ
得
る
。
此
函
数
を
表
は

等る右 H るす
し。のの 450

曲
IA き換部部のおii
ょ、投言分分線~
ト資ず ANMAOL ~ 
よ決れははを z
り意ば OLOL切は
{g;の、ののる O
い値 IA 下上し左
投 DAににに、過
資が相あ、共告。

2 Fig. 

円

r・，

聞
い
舷
し
て
ゐ
る
投
資
の
値
H
が
あ
る
。

に
と
っ
て

l土

でり
あ〉
る H

0') で

あ
り

IA 
よ

大
な
る
投
資
t亡
と
てコ

て
は
、
ロ
八
円

II 

投
資
一
定
の
揚
合
。

第
四
十
五
巻

第
五
銃

四
ノ、

七

戸、

表
し
投
資
ー
が
コ
ン
ス
タ

γ
ト
で
る
れ
ば
、
会
資
本
家
支
出

が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
其
に
等
し
き
会
資
本
家
所

得
も
さ
う
で
あ
る
。
此
際
資
本
設
備
が
旗
大
す
る
な
ら
ば
、
同

(
い

v
ナ
『

一
所
得
を
大
多
数
の
企
業
に
よ
っ
て
分
割
す
る
事
と
た
り
、
事

態
は
忍
化
せ
る
事
堂
一
不
す
、
斯
く
て
此
揚
合
K
K
M

け
る
資
本
設

備
の
慌
た
同
議
惣

urm政
せ
し
め
る
の
刀
あ
る
。

約
一
本
総
支
出
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
一
診
る
刊
朝
合
、
抗
日
本
設
備
が

縮
大
さ
れ
る
な
ら
ば
.
限
界
創
造
債
値
曲
線
は
低
下
し
、
各
企
業

に
台
け
る
民
術
皮
が
減
少
す
る
。
然
し
此
は
、
各
企
業
の
創
造
債

値
の
資
本
家
の
相
封
的
介
前
の
減
少
に
よ
っ
て
、
其
結
果
図
民

所
得
に
ゐ
け
る
資
本
家
の
相
針
的
分
前
の
減
少
に
よ
っ
て
件
は

れ
る
。
け
れ
ど
も
資
本
家
の
支
出
に
等
し
き
所
得
は
コ
ン
ス
タ

y
ト
で
あ
る
が
敢
に
、
園
民
所
得
が
増
加
し
た
事
を
意
味
す
る
。

斯
く
て
此
揚
合
に
治
け
る
資
本
設
備
の
損
張
は
、
現
金
需
要
を

増
し
.
利
子
卒
を
高
め
る
結
果
と
な
る
。
従
っ
て
共
は
、
議
想

利
潤
卒
と
利
子
寮
?
と
の
開
き
を
狭
め
、
投
資
決
意
を
低
め
る
。

さ
て
、
函
数
ゆ
を
表
は
ず
曲
線
は
、
設
備
が
措
鈍
化
す
れ
ば
移
動

せ
し
め
ら
れ
、
資
本
設
備
が
例
へ
ぽ
擦
張
す
れ
ば
下
へ
移
行
せ

し
め
ら
れ
る
で
る
ら
う
。
従
っ
て
曲
線
φ
の
フ
ァ
ミ
リ
イ
は
、

Fig. 2 において示した φの形D外に、猶ほ三ヲの姿が ap:rioriに考べられる
が、全て安嘗なものではない。英語明は略す。
若し設備が投費財産業に:l'sいても披大されれば投資財償格ほ低下ナ;5-であι
う、此事は強想の悪化を相殺するであらう。我々が斯様に偲定するのは皐純化
を期ナ畠ためである。

4) 

5) 



L 

長グ

D 

。

投
資
決
意
卒
D
を
投
資

3 

し
て
表
は
す
。

ー
と
設
備
と
の
函
数
と

Fig. 

I 
j[ 

景
気
循
環

場
合
。

に
し
て
投
資
可
愛
在
る

資
本
設
備
一
定

豆3

在
の
曲
線
φ
は

ι
ζ
h
ヨ

ヲ

1
M
肌

第
一

t
矧
に
お
け
る
投
資
水
準
は

L
で
あ
る
と
想
定
し
よ
う
。

が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場

ム
口
に
沿
け
る
投
資
決
意

牽
-D
の
I
K
到
す
る
依

存
闘
係
を
表
は
す
。

L

の
上
に
水
平
帥
慨
を
引
け

ば
、
札
と
の
交
鮪
九
を

得
る
。
共
舗
の
横
座
擦

は
T
h
陀
等
し
。

P
H
を
通

口

ヒ
て
霊
仙
械
を
引
け
ば
、

カ
レ
ヴ
キ
景
気
循
環
論

一 一C:::I 

曲
線
A
V
上
に
て
鞍
{
「
】
)
4
)

を
得
る
。
共
縦
座
棋
は
引
で
あ
る
。

第
一

t
期
間
中
に
生
中
る
所
の
‘
ー
に
照
臆
す
る
D
を
意
味
す

る
。
斯
く
て
第
一

t
期
に
お
け
る
町
は

L
よ
り
犬
で
あ
る
。
我

々
は
、
第
二
節
に
沿
い
て
.
第
一

t
期
の
償
格
に
て
計
算
さ
れ
た

第
二
E

期
の
投
資
は
、
日
に
等
し
と
い
ふ
事
を
詮
明
し
た
。
今

や
豆
V
F
で
あ
る
が
故
に
、
第
二

t
期
に
む
け
る
投
資
の
真
寅

師
国
値
は
.
第
一

t
期
の
そ
れ
よ
り
大
で
あ
る
。
然
る
に
此
事
は
投

資
財
の
償
絡
を
高
め
る
が
故
に
、
共
の
不
等
式
が
現
は
れ
る
。

¥‘ 

E

いへ
1
1
1

. 
司2・

同・ 」

L ー-F

-
凶
困
'
向

第
四
十
五
巻

第
五
競

七

九

四
七



カ
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キ
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循
環
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H
M

八口凶八円凶

さ
て
曲
線
φ
の
援
凶
り
に
よ
っ
て
我
身
は
更
に
、
h

山
の
水
準
を

得
る
が
、
共
は
夏
に
y
h
よ
り
大
で
あ
り
、
第
コ
了
期
に
K
M

け
る

Lu
を
原
因
付
け
る
。
最
後
に
第
五

t
期
に
沿
い
て
L
ピ
達
す
る
。

共
に
は
、
曲
線
ゆ
と
直
線
叫
と
の
交
世
闘
が
照
一
際
し
、

U
U
U
H
U
な

る
献
山
取
に
到
達
し
、
投
資
は
此
瞬
間
か
ら
増
加
す
る
事
を
や
め
、

第
ム
ハ
t
期
以
後
、
ー
も
D
も
共
億
に
留
ま
る
で
あ
ら
う
。
全
地

程
は
次
の
や
う
に
た
る
。

ゲ
〉

P
ハHN〈
U
N
八回
ω
八
口
ω

ハHa〈
U
b
八円印
H
H
J
H
F
H
F

斯
〈
て
卒
商
印
に
沿
い
て
は
、
累
積
的
上
昇
過
程
メ
は
下
降

過
程
は
、
常
に
、
曲
線
φ
e
K
沿
ひ
、
況
と
の
交
貼
へ
向
ふ
結
山

の
運
動
と
し
て
表
は
さ
れ
る
。

日
投
資
不
援
に
し
て
設
備
能
力
可
愛
な
る
揚
合
。

共
h

司
会
て
の
設
備
に
は
、
設
備
能
力
を
維
持
す
る
の
に
要
せ

ら
れ
る
一
定
の
投
資
水
準
W
が
照
膝
し
て
ゐ
る
。
若
し
期
間
t

k
h自
け
る
投
資
ー
が
W
に
相
等
し
い
た
ら
ば
、
安
期
の
投
資
決

意
は
設
備
品
変
化
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
い
。
若
し
同
〉
巧
で
あ

れ
ば
、
此
期
間
設
備
能
力
は
撲
大
し
、
他
の
事
情
に
し
て
同
一

安
期
の
投
資
決
意
を
低
下
せ
し
め
る
。

で
あ
れ
ば
、

共
結
果

第
四
十
五
巻

第
五
披

四
月、

七
四

C

同
〉
巧
で
あ
れ
ば
、
設
備
能
力
が
蛾
張
さ
れ
、
累
積
的
上
昇
過

程
は
阻
止
せ
し
め
ら
れ
、
反
割
は
反
射
で
あ
る
。
若
し
上
昇
的

累
積
過
程
が
、
ー
が
W
よ
り
小
な
る
松
態
か
ら
出
議
す
る
な
ら

ぱ
、
設
備
縫
化
は
共
過
程
を
刺
戟
し
よ
う
。
然
し
ー
が
w
h
z
趨

え
れ
ば
事
情
は
鋭
っ
て
来
る
。
設
備
能
力
は
描
大
し
呆
積
過
程

を
阻
止
す
る

9

恨
一
一
一
戸
す
れ
ば
.
駒
山
が
治
っ
て
働
く
曲
紘
世
は
.

H

〈
ハ
巧
左
る
限
h
y
上
へ
移
行
す
る
。
然
し
H

〉
巧
怠
る
揚
合
に

は
下
へ
移
行
す
る
。

設
備
能
力
愛
化
の
影
響
は
、

u
l
H
左
る
黙
に
し
て
投
資
が

増
加
す
る
事
を
や
め
る
貼
に
沿
い
て
、
最
も
重
要
で
あ
る
。
何

と
友
れ
ば
、

W
よ
り
大
た
る
コ
ン
ス
タ
ン
ト
左
投
資
の
る
る
揚

合
の
設
備
の
擬
張
は
、
投
資
決
意
の
低
下
を
生
じ
、
次
期
に
沿

い
て
は
投
資
よ
り
低
く
た
る
。
斯
く
て
下
降
的
累
積
過
程
が
生

や
る
。
ー
が
W
よ
り
大
で
あ
る
限
り
、
設
備
能
力
は
ま
ず
ま
ず

川
横
張
し
、
下
降
的
累
積
過
程
を
刺
戟
し
、
ー
が
W
よ
り
小
と
な

っ
て
初
め
て
、
之
を
阻
止
し
得
る
。

H
H
巴
に
し
て
投
資
が
減

少
す
る
事
を
や
め
る
貼
に
た
い
て
は
、
設
備
の
よ
り
以
上
の
牧

縮
は
投
資
決
意
を
高
め
、
上
昇
的
累
積
過
程
を
開
始
す
る
。

以
上
に
よ
っ
て
我
々
は
同
日
り
な
る
均
衡
が
、
同

N
t弓
に
ょ
っ



て
撹
観
さ
れ
る
の
を
見
た
。

邸
上
昇
的
累
積
過
程
の
終
末

に
お
い
て
は
、
繁
柴
の
頂
上

5 

1'1: 
る
る

設
備
目12
1J 
<D 

」二
弁
』土

Fig" 

下
降
的
累
積
過
程
を
生
じ
、

共
は
ま
た
、
沈
滞
の
底
に
た

け
る
能
力
の
縮
小
に
よ
っ
て

開
始
さ
れ
た
土
昇
的
果
樹
過
程
に
よ
っ
て
伴
は
れ
る
。

叫
ん
γ

請
を
平
阿
川
仁
k
h
d

け
る
貼
の
型
的
と

L
ご
示
ず
事
同
町

景
気
循
環
の
性
質
の
理
解
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
。
第
六
固
に

た
い
て
は
、
種
K

な
る
設
備
能
力
の
揚
合
に
沿
け
る
設
資
l
と

投
資
決
意
D
と
の
闘
教
的
依
存
関
係
を
一
不
す
曲
線
ゆ
を
持
つ
。

設
備
能
力
が
大
で
る
れ
ば
あ
る
程
、
曲
線
A
V

の
位
置
は
低
く
な

る
。
我
々
は
、
共
々
の
曲
線
上
に
、
曲
線
ゆ
が
昭
一
臆
す
る
設
備

.
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
注
投
資
水
準
W

K
共
横
座
標
を

相
等
し
く
す
る
貼
を
情
く
で
あ
ら
う
。
此
等
の
結
の
軌
跡
は
、

曲
線
別
で
あ
る
。
此
曲
線
上
の
会
ゆ
る
黙
に
沿
い
て
は
、

-
H
巧

ず
あ
る
。
共
左
に
た
け
る
金
ゆ
る
黙
に
た
い
て
は
、

右
に
た
け
る
会
ゆ
る
一
貼
に
沿
い
て
は
、

同

VuJ〈
。

同八ハ名、

さ
て
期
間
t

カ
レ
ツ
キ
景
気
循
環
論

J D 

に
お
け
る
投

資
と
投
資
決

れ (I，D)意
n rc と
tt τ: 古宮
、 刀と

此さi 結

関
は
曲
線
A
V

に
泊
ふ
て
仰

と
の
交
結
へ

品う ~n
線。〈

EG黙で
の (T，D)i~】
左 がら

に
あ
る
か
右
に
あ
る
か
共
曲
線
上
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
此
曲

線
は
上
へ
、
下
へ
又
は
持
止
す
る
で
あ
ら
う
。

我
々
は
、
第
一

t
期
に
む
け
る
投
資
と
投
資
決
意
と
に
は
、
結

E
が
服
感
す
る
と
仮
定
し
よ
う
。
共
鄭
に
沿
い
て
は

H
H巧
で
る

り
、
可
愛
的
投
資
と
投
資
決
意
事
?
と
を
示
す
動
耕
一
山
は
、
曲
線
引
叫

に
沼
ふ
て
此
曲
線
が
静
止
し
て
ゐ
る
聞
は
A

へ
向
っ
て
動
く
。

投
資
I
は
増
加
す
る
。
共
故
に
次
期
の
投
資
は
、
維
持
水
準
W

第
四
十
五
巻

七
四

第
五
披

一
四
九



ヵ
ド
ヴ
キ
景
気
循
環
論

よ
り
は
高
い
。
共
し
て
曲
線
φ
は
下
へ
移
行
し
初
め
る
0

.
共
結

果
、
動
紘
一
山
は
、

φ
'
K
沿
ふ
逼
動
と
φ
の
下
降
的
移
動
と
の
合

成
力
で
る
る
弾
道
町
を
措
く
。
賠
F

K
沿
い
て
は
、
ロ
リ
ム
で

あ
る
か
ら

I
は
増
加
す
る
事
を
や
め
る
。
一
方
曲
線
ゅ
は
ま
ず

ま
ず
下
へ
移
行
す
る
。
共
崎
山
市
、
駒
山
は
、
此
暫
ピ
は
重
一
間
一
に

下
へ
動
昔
、
山
川
〈
て
一
川
以
下
に
低
下
す
る
。
投
資
決
意
は
今
や

投
資
よ
り
小
と
た
り
、
投
訟
は
い
似
少
し
一
初
め
る
c

掛
川
は
今
や

曲
線
A
Y

に
泊
ふ
て
左
へ
動
〈
、
一
方
此
曲
線
は
、
依
然
と
し
て

H

〉
J
5
4
1

で
b
る
が
故
に
、
ま
す
ま
す
下
へ
移
行
す
る
@
斯
く
て

動
結
は
、
曲
線
刊
に
沿
け
る
G
黙
に
達
す
る
。
曲
線
A
V

は
、
最

早
下
へ
移
行
す
る
事
を
や
め
る
。
然
し
聞
も
友
く
ー
は
ま
す
ま

ナ
下
落
し
て

W
よ
り
低
〈
友
り
、
曲
線
世
は
上
へ
移
行
し
初
め
、

一
方
D
は
依
然
と
し
て
ー
よ
り
小
で
あ
る
が
故
に
、

φ
に
別
問
ふ

運
動
は
ま
ず
ま
ず
左
へ
向
け
ら
れ
る
。
知
日
に
た
い
て
は
投
資

決
意
は
投
資
に
相
等
し
〈
な
り
、
投
資
は
下
落
す
る
事
を
や
め

る
が
、
曲
線
は
ま
ず
ま
ず
上
へ
移
行
す
る
。
紘
一
山
は
、
此
離
で

は
更
に
垂
直
に
上
へ
動
〈
。
斯
く
て

D
は
ー
よ
り
も
大
と
友
り
、

φ
に
沿
ふ
運
動
は
右
へ
向
け
ら
れ
る
。

一
方
曲
線
は
ま
ず
ま
ず
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上
へ
移
行
す
る
。
斯
く
て
動
鞘
は
、
加
問
E
へ
蹄
へ
h
v
、
新
し
き

E i盾
と動環
G 黙，j{

と (I，D)初
にはま
た、る

い弾
て道
はの
、イiiJ
I の
と劃I

w に

とた
はい
相て
等も
し留
、 ま

然り
し得
D t:r. 
はい

よ
り
'
高
〈
又
は
低
い
。

F
ム
」
日
と
に
沿
い
て
は
、

D
は
ー
に
和

等
し
、
斯
〈
て
累
積
過
程
の
傾
向
は
な
い
、
然
し
I
は
W
よ
り

大
で
あ
り
ヌ
は
小
で
あ
る
。
斯
〈
て
設
備
能
力
は
損
大
し
又
は

縮
小
す
る
。
動
耕
一
凶
が
、
平
面
山
上
に
動
く
可
き
何
等
の
誘
闘

も
持
た
友
い
黙
は
、
四
と
叫
と
の
交
鈷
で
る
る
。
共
附
嗣
に
沿
い

巴
H
H
H
4『
で
あ
り
、
累
積
過
程
の
何
等
の
傾
向
も
た

て
は
、

く
、
設
備
能
力
の
何
等
の
愛
化
も
た
い
。
従
っ
て
共
鮪
は
長
期

均
衡
に
照
膝
す
る
。
若
し
動
賭
の
最
一
初
の
位
置
が
B
結
上
に
な

い
限
り
、
循
環
運
動
は
必
然
の
結
某
で
る
る
。
換
言
す
れ
ば
、

第
一

t
期
に
た
い
て
、
投
資
、
投
資
決
意
及
び
設
備
が
、
臨
n
b

に
照
臆
』
し
た
い
た
ら
ば
、
景
気
循
環
は
現
は
れ
ね
ば
左
ら
な
い
。

動
鮪
が
五
円
一
初
褒
駒
E
へ
蹴
っ
て
来
る
と
い
ふ
事
は
時
四
か
に
.

怒
意
的
危
偲
定
に
過
首
C

な
い

l
静
道
は
完
結
せ
る
曲
線
で
は
た

く
、
銀
総
倣
を
も
と
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
。


